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宇
治
市
平
和
都
市
推
進
協
議
会
で
は
、

市
内
の
小
学
六
年
生
と
中
学
一
年
生
の

二
十
五
人
で
広
島
訪
問
団
を
結
成
。
七

月
三
十
・
三
十
一
日
の
二
日
間
、
広
島
を

訪
れ
た
一
行
は
、
被
爆
体
験
者
の
講
話

や
原
爆
ド
ー
ム
・
広
島
平
和
記
念
館
な

ど
の
見
学
を
通
し
て
、
戦
争
や
原
子
爆

弾
の
悲
惨
さ
と
、
平
和
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。

　
「
原
子
爆
弾
で
、
皆
さ
ん
と
同
じ

年
ご
ろ
の
子
芦
も
も
大
勢
死
に
ま

し
た
。
黒
こ
げ
の
死
体
や
血
ま
み

れ
の
け
が
人
な
ど
を
多
く
見
た
た

め
、
血
や
死
体
冷
見
て
も
何
も
感

じ
な
く
な
る
Ｉ
火
に
追
わ
れ
、

肉
親
さ
え
も
見
捨
て
て
逃
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
Ｉ
そ
の
時
の
広

島
は
、
鬼
の
ぷ
ｒ
＼
な
気
持
ち
に
な

ら
な
い
と
生
声
ら
れ
な
い
状
況
で

し
た
…
」
と
、
被
爆
体
験
者
の
皆

さ
ん
が
当
時
の
悲
惨
な
状
況
を
語

り
始
め
る
と
、
い
つ
も
の
に
こ
や

か
な
顔
か
ら
笑
み
が
消
え
、
子
ど

も
た
ち
は
、
じ
っ
と
話
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
原
爆
資
料
館
見
学
で
は
、

被
爆
当
時
の
写
真
や
資
料
の
前
で
、

目
を
伏
せ
て
し
ま
っ
た
り
「
こ
れ

は
ひ
ど
い
」
「
か
わ
い
そ
う
」
な

ど
の
言
葉
が
、
思
わ
ず
飛
び
出
す

場
面
が
見
ら
元
ま
し
た
。

　
子
芦
も
た
ち
に
と
っ
て
、
今
ま

　
広
鳥
平
和
紀
念
公
國
の
一
角
で
、
被
爆
体
験
者

か
ら
、
当
時
ｅ
悲
惨
な
思
い
出
や
『
一
人
ひ
と
り

の
家
庭
か
ら
世
界
へ
平
和
ｓ
輪
を
広
げ
て
く
だ
さ

い
』
と
ｅ
話
を
聞
く
（
写
真
左
と
下
）

で
は
、
想
像
の
世
界
で
し
ぶ
な
か

っ
た
戦
争
や
原
子
爆
弾
－

　
今
回
の
広
島
訪
問
で
、
子
ど
も

た
ち
が
見
た
そ
れ
ら
の
実
態
は
、

多
く
の
命
を
奪
い
、
人
の
心
か
ら

人
間
ら
し
さ
を
奪
い
、
生
き
残
っ

た
者
の
心
に
、
消
す
こ
と
の
で
き

な
い
浮
一
い
つ
め
跡
を
残
す
も
の
で

し
た
。

　
　
「
二
度
と
戦
争
し
て
は
い
け
な

い
」
と
い
う
思
い
が
、
き
っ
と
、
・

二
十
五
人
の
子
芦
も
た
ち
す
べ
て

の
心
の
中
に
、
深
く
刻
み
込
ま
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
原
爆
資
料
館
で
、
被
爆
当
時
の
悲
惨
な
状
況
を
再
現
し
た
展
示
に
、
思
わ
ず
「
こ
れ
は
ひ

ど
い
」
X
I
声
を
あ
げ
る
（
写
真
右
上
）
、
被
爆
体
験
談
｀
鋒
音
に
じ
っ
と
聞
き
入
Ｓ
（
写
真
上
）
、

破
壊
さ
れ
た
町
な
み
｀
再
現
パ
ノ
ラ
マ
に
『
町
が
な
く
な
っ
て
Ｓ
』
と
驚
く
（
写
真
左
）
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４
広
島
平
和
記
念
公
園
の
中
に
あ
る
「
原
爆
の
子

の
像
」
に
、
平
盛
小
学
校
や
訪
問
団
の
子
ど
も
た

ち
が
折
っ
た
千
羽
づ
る
を
供
え
る

爆
供
養
塔
』
の
代
表
者
に
渡
す

４
子
ど
も
た
ち
の
代
表
は
、

原
爆
病
院
へ
お
見
舞
い
に

４
市
職
員
の
手
で
、
き
れ
い
に
化
粧
直
し
さ
れ
た
平
和
の
像

８月15日
平和図書展平和祈念映画会

平和祈念集会を開催

　
市
平
和
都
市
推
進
協
議
会
で

は
、
八
月
十
五
日
南
、
午
前
十

一
時
半
か
ら
、
世
界
の
恒
久
平

和
を
願
い
、
戦
争
や
原
爆
の
犠

牲
者
の
め
い
福
を
祈
っ
て
、
市

役
所
玄
関
前
で
、
平
和
祈
念
集

会
を
開
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
同
日
の
正
午
か
ら
一

分
間
、
市
役
所
屋
上
の
希
望
の

鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
黙
と

.
ｒ
％
ｗ
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

戦
時
下
の
子
ど
も
た
ち

　
戦
時
中
の
子
ど
も
た
ち
の
生
活
を

　
綴
っ
た
本
、
約
２
０
０
冊
を
展
示

　
中
央
図
書
館

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
月
曜
休
館

　
８
月
3
0
日
（
木
）
ま
で

千
羽
づ
る

　
午
後
１
時
・
３
時
4
0
分
・
６
時
2
0
分

都
市
ス
ラ
ム
の
解
放

　
午
後
２
時
4
5
分
・
５
時
2
5
分

　
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

　
８
月
1
2
日
（
日
）

　
平
和
の
像
を

　
　
　
　
化
粧
直
し

　
終
戦
の
日
を
前
に
し
た
八
月

二
日
、
市
役
所
玄
関
前
の
「
平

和
の
像
」
の
化
粧
直
し
が
行
わ

れ
、
一
年
間
の
汚
れ
が
き
れ
い

に
落
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
「
平
和
の
像
」
は
、
市

平
和
都
市
推
進
協
議
会
が
、
新

た
な
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
募
金
に

よ
っ
て
、
昭
和
六
十
三
年
八
月

に
建
て
た
も
の
で
す
。

A
世
Ｈ
:
の
恒
久
平
和
を
願
い
、

戦
争
犠
牲
者
の
め
い
福
を
祈
っ

て
、
一
分
間
e
a

s
o
月
１
５
日
ｓ
平
和
祈
念
Ｓ
会
）

　平和のための絵画・写真展

友好３都市子ども絵画展

　ヌワラエリヤ･咸陽・カムループス市

写真展●m爆写真m. ●子どもたちの兄た広島

　中央公民館展示集会室・ロビー

　８月12日(日)～18日(土)〈13日(月)は休館〉

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

1147

市
内
の
小
・
中
学
生

広
島
で
平
和
の
大
切
を
学
ぶ

二度と戦争をしてはいけない

正
午
か
ら

１
分
間
の

　
黙
と
う
を

８
月
の
平
和
事
業



　
こ
の
程
、
任
期
満
了
に
伴
い
宇

治
市
農
業
委
員
会
委
員
が
改
選
さ

れ
、
二
十
七
人
の
委
員
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　
委
員
の
任
期
は
、
平
成
二
年
七

月
二
十
日
か
ら
同
五
年
七
月
十
九

日
ま
で
の
三
年
間
。
そ
の
職
務
は
、

農
業
委
員
会
が
持
つ
「
新
し
い
農

地
行
政
の
執
行
・
推
進
機
関
」
と

し
て
の
機
能
と
役
割
を
、
地
域
の

実
態
に
合
わ
せ
て
生
か
す
こ
と
で

す
。

宇治市農業委員会委員名簿（敬称略･50音順）

逸出
区分 氏　名 住　　所

公

選

永原　安一

漬田　和夫

前川　重明

村田　憲治

森　　茂

木幡正中34

広野町東裏48

横島町薗**51

六地蔵町並12

大久保町山ノ内28
公

選

青山　信次

今村　信吾

植村　祐三

江口喜代道

大西　正宣

片山　哲夫

神出　脩三

北村　源造

久保田佳延

小島　孝夫

新谷源太郎

竹谷　祐彰

辻　四郎

寺川　俊男

中西　長－

宇治下居136-1

伊勢田町大谷57

五ケ庄岡本22-1

横島町－ノ坪33-17

宇治善法74-1

五ヶ庄古川11

東笠取中(1115

宇治妙楽lO6

小倉町天王11

白川川上りmi

西笠取辻出川東54

伊勢田町中遊田38

小倉町久保36

宇治壱番40

横島町清水81-3

市

議
会
選
任

江口　辰造

川口　祐一

地上一男

野田　　勇

吉田　　明

横島町－ノ坪･69

大久保町山ノ内u

広野町尖山2-178

神明宮東73-7

横島町南落合3-73

農
協
泡任

瀬口　純一 二尾勢ノ谷５

組農
合業
選共
任済

池本　正夫 宇治妙楽U3

: -･一一!- ･･ 肖　一一一一一一一一一一,-，一一-

　
新
ん
い
委
員
は
右
表
の
と
お
り
。

な
お
、
心
一
長
に
は
寺
川
俊
男
さ
ん
・

五
十
九
歳
、
会
長
職
務
代
理
者
に

お
知
ら
せ

　
文
学
講
座

　
－
宇
治
十
帖
を
学
ぶ
Ｉ

　
我
が
国
最
古
の
文
学
作
品
で
あ

る
源
氏
物
語
、
全
五
十
四
帖
の
う

ち
、
宇
治
か
背
景
と
し
て
學
か
れ

は
演
田
和
夫
さ
ん
・
。
六
十
三
歳
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

た
「
橋
誤
以
下
、
最
後
の
「
早
治
十

帖
」
に
つ
い
て
学
び
ま
ず
。
こ
の
機

会
に
も
う
一
度
、
ぶ
る
さ
と
宇
徊

か
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
日
程
・
内
容
…
○
９
月
４
日

脚
１
女
流
作
家
・
紫
式
部
Ｏ
９
月

1
1
日
脚
１
　
原
氏
物
語
の
読
み
方
Ｏ

９
月
1
8
日
脚
～
1
0
月
1
6
日
㈹
の
毎

週
火
曜
日
↓
ｔ
治
十
帖
、
時
間
は

い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正
午
○
1
0

募
集
中

　
十
月
二
土
〈
日
吻
か
ら
又
化

セ
ン
タ
ー
で
市
民
文
化
祭
を
開

催
し
示
ｙ
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

ぶ
れ
あ
い
で
、
高
め
よ
う
宇
治

の
文
化
″
。
次
の
と
お
収
参
加
者

舎
″
集
し
ま
す
の
で
奮
っ
て
ご

月
2
4
日
叫
、
午
前
９
時
半
～
正
午

―
臨
地
学
習
・
宇
治
十
帖
の
古
跡

を
た
ず
ね
て
▼
と
こ
ろ
・
・
・
広
野
公

民
館
▼
講
師
・
：
同
志
社
女
子
大
学

専
任
講
師
・
吉
海
直
人
さ
ん
▼
定

員
・
・
・
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料

…
無
料
（
臨
地
学
習
の
交
通
費
は

自
己
負
担
）
▼
保
育
…
満
２
歳
以

上
の
幼
児
（
お
や
つ
代
７
日
分
３

５
０
円
が
必
要
）
▼
申
し
込
み
…

広
野
公
民
館
（
き
4
1
・
7
4
5
0
）

へ
電
話
か
来
館
で
。
（
広
野
公
民
館
）

　
発
声
講
座

　
宇
治
煩
累
連
盟
で
は
、
講
師

に
大
阪
芸
術
大
学
助
教
授
で
、
。
宇

治
市
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
”
の
ソ
リ

ス
ト
と
し
て
著
名
な
瀬
野
ｉ
芋
さ

ん
一
石
哭
、
「
発
声
講
座
」
を
開
催

し
ま
ず
。
こ
の
機
会
に
正
式
な
発

声
法
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
八
月
一
日
か
ら
、
上
図
の
区

域
で
新
た
に
公
共
下
水
道
の
供

用
を
開
始
し
ま
し
た
。
健
康
で

快
適
な
牛
活
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
地
域
ぐ
る
み
で
下
水
道
へ

の
切
昨
替
え
を
返
め
ま
し
ょ
う
。

○
ぐ
み
取
ぴ
便
所
は
告
不
後
３

　
年
以
内
に
、
浄
化
槽
式
便
所

　
は
速
や
か
に
、
下
水
道
に
つ

　
な
ぎ
替
え
て
く
だ
さ
い
。

○
水
洗
化
や
排
水
設
備
工
事
は
、

　
市
指
定
の
「
排
水
設
備
工
事

　
公
認
業
者
」
に
。

○
工
事
費
用
の
資
金
を
あ
っ
せ

　
ん
す
る
制
度
も
あ
り
毒
司

　
下
水
道
に
関
す
る
ご
相
談
や

お
問
い
４
(
ｌ
Ｑ
ｉ
？
)
は
、
下
水
道
事

務
所
管
理
普
及
課
（
豊
3
1
・
8
4

7
6
）
へ
。
　
（
管
理
普
及
課
）

応
募
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
展
示
の
部
・
：
○
1
0
月
2
6
日

吻
1
2
8
日
間
＝
園
芸
・
山
野
草
・

陶
工
芸
・
額
装
品
・
年
花
・
文
芸

0
1
1
月
２
日
廊
～
４
日
間
＝
盆

栽
・
木
彫
・
木
工
芸
・
書
道
９
１
１

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
６
日
困
・
1
3
日

閑
の
２
日
間
、
午
後
７
時
～
９
時

▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
公
民
館
３
階
大

集
会
室
▼
対
象
・
・
・
高
校
生
以
上

▼
定
員
・
：
１
０
叉
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
・
：
1
0
0
0
円
（
資
料

代
含
む
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
は
が
き

に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
し
て
社
会
教
育
課
・
（
〒
6
1
1

宇
治
琵
琶
4
5
）
へ
。
締
め
切
り
は
８

月
2
5
日
出
（
消
印
有
効
）
▼
問
い
合

わ
せ
…
長
東
元
和
さ
ん
（
容
2
4
・
1

6
0
0
）
か
社
会
教
育
課
文
化
係

（
内
線
４
７
５
）
へ
▼
主
催
…
宇
治

市
音
楽
連
盟
。
　
（
社
会
教
育
課
）

　
「
選
挙
の
あ
ゆ
み
」

　
差
し
上
げ
ま
す

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
「
選

挙
の
あ
ゆ
み
」
を
発
ド
笛
し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
二
土
八
年
四
月
十

日
執
行
の
宇
治
市
長
選
挙
か
ら
、

平
成
二
年
四
月
八
日
１
　
行
の
京
都

府
知
事
選
挙
ま
で
の
四
十
年
間
、

本
市
で
行
ｐ
れ
た
選
挙
の
結
果
を

す
べ
て
掲
載
し
た
も
の
で
す
。
ご

希
望
の
人
に
差
し
上
げ
未
了
の
で
、

選
挙
管
理
委
員
会
（
〒

6
1
1
宇
治
琵

琶
3
3
、
内
線
４
３
０
）
へ
電
話
か
は

が
き
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
実
技
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
８
月
2
5
日
出
、
午
後

１
時
と
４
時
の
２
回
▼
と
こ
ろ
・
・
・

黄
梨
体
育
館
▼
対
象
・
：
1
5
歳
以
上

の
人
（
中
学
生
を
除
く
）
▼
定
員
・
・
・

各
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料
・
：
1

0
0
0
円
（
要
印
鑑
）
▼
申
し
込
み

…
８
月
１
９
一
日
囲
、
午
前
９
時
か
ら
、

　
▼
発
表
の
部
…
○
1
1
月
３
日

例
±
4
日
面
―
民
謡
・
吟
詠
・
舞
踊
。

　
▼
参
加
資
格
…
市
内
在
住
・

直
接
黄
柴
体
育
館
（
公
3
3
・
4
0
0

1
）
へ
、
顔
写
真
（
３
ｔ
ｘ
２
・
５
り
）

が
必
要
。
　
　
　
（
公
園
公
社
）

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
教
室

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
９
月
４
日
脚
・

７
日
出
・
1
1
日
脚
・
1
4
日
出
・
1
7

日
側
、
い
ず
れ
も
午
後
６
時
半
～
’

８
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
黄
菊
体
育
館

▼
対
象
・
：
市
内
在
住
・
在
勤
で
ｏ
ｑ

歳
以
上
の
健
康
な
人
▼
定
員
・
：
4
0

人
（
先
着
順
）
▼
講
師
・
・
・
栗
田
正
男

さ
ん
（
京
都
府
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
顧
問
）
▼
申
し
込
み
…
８
月
1
2

日
面
か
ら
、
受
講
料
５
０
０
円
を

添
え
、
黄
栞
体
育
館
（
豊
3
3
・
4

0
0
1
）
へ
。
　
（
公
園
公
社
）

　
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

　
第
十
三
回
府
民
総
m
育
大
会

ボ
ー
リ
ン
グ
競
技
の
宇
治
市
予
選

会
と
し
て
行
ｐ
れ
ま
す
。

　
▼
と
き
…
９
月
1
6
日
間
、
午
前

９
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
醍
醐
ボ
ウ

ル
▼
対
象
・
・
・
・
1
8
歳
以
上
で
市
内
在

住
か
在
勤
の
人
で
編
ｇ
ｗ
.
れ
た
チ

ー
ム
（
選
手
は
Ｉ
人
）
▼
参
加
費

・
：
Ｉ
チ
ー
ム
6
0
0
0
円
▼
申
し

込
み
・
・
‥
８
月
2
5
日
ま
で
に
、
宇
治

市
体
育
協
会
事
務
局
（
〒
6
1
1
五
ヶ

圧
三
番
割
黄
聚
体
育
館
内
、
豊
3
2
・

1
9
0
5
）
、
市
民
体
育
課
（
〒

6
1
1
宇
治
琵
琶
4
5
、
内
線
４
７
８
）
、

醍
醐
ボ
ウ
ル
（
〒
Ⅲ
六
地
蔵
奈
良

町
7
4
、
豊
3
2
・
3
2
2
2
）
の
い
ず

れ
か
に
参
加
費
奮
添
え
て
持
参
か

郵
送
で
。
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
ハ
ー
モ
ニ
カ
教
室

　
小
学
生
か
喜
四
校
生
を
対
象
に

す
。

　
▼
と
き
・
・
・
毎
週
水
曜
日
、
午
後

４
時
Ｆ
５
時
▼
と
こ
ろ
：
大
久
保

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
講
師
・
・
・
飛
田

保
雄
さ
ん
▼
参
加
費
・
・
・
無
料
▼
甲

し
込
み
・
・
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ

よ
雲
4
4
・
7
4
4
7
）
へ
電
話
か

来
館
で
。

　
　
（
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

　
和
裁
専
科
講
習
会

　
▼
と
き
・
：
９
月
1
8
日
㈹
～
1
0
月

2
5
日
俐
の
毎
？
ハ
・
木
曜
日
、
全

1
2
回
、
い
ず
れ
も
午
前
９
時
半
～

午
後
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
城
南
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
・
：

長
じ
ゅ
ば
ん
各
種
の
作
成
▼
定
員

・
・
・
1
4
人
▼
受
講
料
・
・
・
無
料
（
教
材

費
は
自
己
負
担
）
▼
申
し
込
み
・
・
・

８
月
1
4
日
叫
～
2
1
日
叫
に
、
京
都

府
宇
治
地
方
振
興
局
総
務
課
（
豊

2
1
・
2
1
0
1
）
か
宇
治
市
商
工

観
光
課
（
内
線
２
９
１
）
へ
印
鑑

持
参
で
。
後
日
、
面
接
し
て
受
講

者
か
庚
定
し
康
す
。
（
商
工
観
光
課
）

老人大学を開講　申し込みは８月２０日まで

　
八
月
二
十
五
日
出
か
ら
、
老

人
大
学
が
始
ま
り
未
了
。
こ
れ

は
、
新
し
い
時
代
の
知
識
か
身

に
付
け
、
現
代
社
会
の
中
で
生

き
が
い
か
見
つ
け
る
こ
と
か
目

的
と
し
て
、
市
が
市
運
合
喜
老

会
に
委
託
し
て
行
ラ
も
の
。
積

極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
左
表
の
と

お
り
▼
と
こ
ろ
…
文
化
セ
ン
タ

↓
ハ
ホ
ー
ル
▼
対
零
：
6
0
歳
以

上
の
市
内
在
住
者
▼
定
員
・
：
１

第25回老人大学の日程表

３
０
叉
▼
受
講
料
・
：
１
０
０

円
（
当
日
持
参
可
）
▼
申
し
込
み

・
・
・
８
月
2
0
日
間
ま
で
に
、
市
連

合
喜
老
会
事
務
局
（
宇
治
琵
琶

4
5
・
総
合
福
祉
会
館
内
）
へ
、

は
が
き
で
。

（
高
齢
者
福
祉
課
）

日　時 内　　容 講　　師

8月

25日
出

9:30-
　10:00 開講式 /
10:00-
　n:30

激mする内外の
　　経済

大阪国際大学教ti
　庄林二三雄きん

26日

　(日) 9:40-　11:30
人づくりまちづくり
と高齢者の役割

田辺町社会枚育委貝
　林憲三さん

28日
(火)

9:40-
　10:50

交通事故にあわな
いために

宇治警察署交通鼻長
±.a良一さんか､都府岫人交通桁導H

11:00～
　11:30

老人と火'ji.予防
について

宇治市消防本部
木谷房一予防課長

29日
(昶

9:40～
　n:00

人生は
－､二､三､四

京都産業大学講師
　小林鳳円さん

11:00～
　n:30 アトラクション/

30 a
　困
9:40-
　n:30 利休居士と茶

前東京国立m物館次長
　林屋晴三さん

31日
倒

9:40-
　n:00 宇治川のロマン

宇治市歴史資科館
　辻　ミチ子館ii

11:00-
　11:30 閉講式 /

1148

申
し
込
み
は
８
月
2
3
日
ま
で

　
市
が
設
け
た
老
人
園
芸
ひ
り

ば
は
現
在
四
ヵ
所
あ
り
、
い
ず

れ
も
大
変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
今
回
新
た
に
老
人
園
芸
ひ
ろ

ば
か
夭
久
保
町
に
設
置
し
、
九

月
中
旬
の
開
園
に
向
け
て
利
用

者
か
寡
集
し
毒
ｙ
。
利
用
を
ご

希
望
の
人
は
、
次
の
要
領
で
申

し
込
ん
ｐ
v
だ
さ
い
。

（
利
用
で
き
る
人
）

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
今
年

９
月
1
5
日
現
在
で
満
6
0
歳
以
上

の
人
で
、
他
の
老
人
園
芸
ひ
ろ

ば
を
利
用
し
て
い
な
い
人
。

（
区
画
数
と

　
　
　
所
在
地
）

　
約
１
２
０
区

画
（
Ｌ
世
帯
１

区
画
、
ｆ
…
…

　 　
平
方

μ
）
、
大
久
保
町

大
竹

1 0
の
１
．

　
（
下
図
参
照
）

　
（
利
用
期
間
》

　
平
成
２
年
９

月
中
旬
～
平
成

５
年
３
月
3
1
日
。

指
揮
一
円
光
寺
雅
彦
　
ピ
ア
ノ
独
奏
一
越
村
紅

〈
申
し
込
み
〉

　
８
月
2
3
E
團
ま
で
に
、
本
人

が
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
高
齢

者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係
（
内

線
ａ
３
）
へ
。
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
し

ま
Ｋ
　
　
（
高
齢
者
福
祉
課
）

１
大
久
保
老
人
園
芸
ひ
ろ
ぱ
付
近
図

東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

1
0
月
1
7
日
（
水
）

午
後
ら
時
開
場

午
後
６
時
半
開
演

3800円
3000円
2000円

Ｓ席：

Ａ席：

Ｂ席：

　圓－闇Ｉ

　(当日500円増)

ベートーベン

'交響曲第５番「運命」

モーツァルト

　ピアノ協奏曲第23番K488

　交響曲第35番「ハフナー」

スツペ

　「軽騎兵」序曲

問
い
合
わ
せ
‥
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
（
公
2
0
・
2
1
1
1
）

〈プレイガイド〉

農地行政の担い手

農業委員会委員決まる

　
出
展
作
品
　

出
演
団
体

公
共
下
水
道
　
供
用
開
始
区
域
を
拡
大

市
民
文
化
祭

申し込

みは９

月24

日まで

大
久
保
老

人
園
芸
ひ

ろ
ば
利
両

者
を
募
集
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